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D 23 極低a下での各種繊維の強度変化

武庫川女子大家政　○奥野温子　深山雅代　安田　武
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目的≫これまで我々は、t マラヤ高所の繊維装備の改良や、使用された繊維の性能変化

if について研究してきた1 ）が、ヒマラヤ高所での繊維の性能がどのように変化するかは、

された問題である。ft 温での繊維の性質については、辻2 )の研究があり、その後公表さ

た報告はあまり見当たらない。そこで極低温（例えば－$0℃）において、繊維の性質が

のように変化するかについて興味をもち検討した。

方法》綿、麻、絹、羊毛、ナイロン6、ポリエステル、アクリル、ビニロンの糸、平織

および、ゴアテックス布を用い、人工気候室内１こ試験機を置き、＋20℃から－50ての範

で、引張強度、結節強度、引裂強s を測定した。

結果》一般に引張強度は低a になると向上するが、綿、アクリルでは低下する。引裂強

は羊毛では低下するが、他の試料ではいったん低下して極低温で向上する。この理由は

だよくわからない。ゴアテックス布は、あまり変化しない。又、実験範囲では、特定の

度で急激に強度が変化するような現象は見出されなかった。　なお、通常の試験機は、極

温で可動郎がかたくなるので、極低温での測定は9難であるが、あらかじめグリースを

温用のものに変えたり、可動部に解凍液をスプレーしたりして測定を行なったが、測定

果には、測定機の低温性能が繊維の性能に混在しているおそれがあるのでさらに詳しく

討
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を行っている。

献) 1）例えば　安田

　　2）辻　和一郎:
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繊維の異方性力学特性

大家政　○村木千恵　丹羽雅子

　目的　被服材料の力学的性質を検討するためには。その構成単位である繊維の力学的性

質を見極めることが重要である。繊維軸方向の性質はそのiB 定の容易なことから正確に捉

えることができるが。繊継軸に直交する方向の性質.及びねじり特性は実用性能において

重要であるにもかかわらずあまり明碕にされていなI-"。最近、川端によっｔこれらの糟密

測定の可能な装置が開発されｎ、構造材料設計に必要な繊維の力学的異方性が≪S 確にされ

つつある1)本研究はこれらの方法を応用し衣料用m維の員方性力学特性を明らかにする。

　方法　繊維軸方向の性質、直交方向の性質、及びねじり特性は、それぞれ前述の精密測

定できる一連の装置である引っ張り試験機KES-Gl. 圧縮試験機、ねじり試験機を用いて測

定した。繊雄軸方向の性質としてヤング串(El)を応力－歪曲線から求め。直交方向では、

NcEnenによって導かれた円形断面における応力と奎の関係式e ）より弾性率（Et)を求めた。

ただしこの式は円形断面にしか適用できないため, 天然繊維では羊毛、合成繊維ではPET.

ナイロンの円形断面の繊維を用いて測定を行った。またPET.ナイロン織維は延伸倍串が異

方性力学特性1こ及ぼす影響について検討した。

　結果　PET,ナイロンは繊繊tit方向において、延伸倍率の増加にともない弾性串は上昇す

るが、、直交方向の弾性串は減少し繊維の異方性が増大する。羊毛は種類によって性質は多

少異なるが、合成繊維に比べ裏方性は小さく、また力学的な特傲が明らかにされた。
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